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アクティブ・バリア

本機器を安全にご使用いただくために�
●�取扱説明書に対する注意�
　１）取扱説明書は、最終ユーザまでお届けいただきますようお願いします。�
　２）本製品の操作は、取扱説明書をよく読んで内容を理解したのちに行なって下さい。�
　３）取扱説明書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであり、お客様の特定目的に適合するも�
　　　のではありません。�
　４）取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、複製することは固くお断りいたします。�
　５）取扱説明書の内容については、将来予告無しに変更することがあります。�
　６）取扱説明書の内容については、細心の注意をもって作成しましたが、もし不審な点や誤り、�記載も�
　　　れなどお気付きのことがありましたら当社営業所・サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡�
　　　下さい。�
●�本製品の保護・安全および改善に関する注意�
　１）当該製品および当該製品で、制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取扱う際には、取扱�
　　　説明書の安全に関する指示事項に従って下さい。なお、これらの指示事項に反する扱いをされた場�
　　　合は、当社は安全性の保証をいたしません。�
　２）�本製品を、�安全に使用していだたくため取扱説明書に使用するシンボルマークは下記の通りです。�

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡したり、大けがをしたりするほか、�
爆発・火災になります。�

警告�

危険�

注意�この表示を無視して誤った取り扱いをすると、けが、物的損害の恐れがあります。�

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡、大けが、爆発、火災の恐れがあります。�

FTM260 KA 050 F/08/ja

記号は、警告（注意を含む）を促す事項を示しています。�
の中に具体的な警告内容（左図は感電注意）が描かれています。�

記号は、してはいけない行為（禁止事項）を示しています。�
の中や近くに具体的禁止内容（左図は一般的�禁止）が描かれています。�

この記号は、必ずしてほしい行為を示しています。�
の中に具体的な指示内容（左図は一般的指示）が描かれています。�

図記号の意味�

●�

●�

電源が必要な製品について�
　１）電源を使用している場合�
　　　�機器の電源電圧が、�供給電源の電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源を入れて下さい。�
　２）危険地区で使用する場合�
　　　�「新・工場電気設備防爆指針」に示される爆発性ガス・蒸気の発生する危険雰囲気でも使用できる機器が�
　　　ございます（０種場所，１種場所および２種場所に設置）�。設置する場所に応じて、本質安全防爆構造・�
　　　耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定して頂きご使用下さい。�
　　　これらの機器は安全性を確認するため、取付・配線・配管など充分な注意が必要です。また保守や修理に�
　　　は安全のために制限が加えられております。�
　３）外部接続が必要な場合�
　　　�保護接地を確実に行なってから、�測定する対象や外部制御回路への接続を行なって下さい。�

●製品の返却に関する注意�
　　　製品を返却される場合、�いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取扱いに関わるすべての関係者の健康�
　　　と安全に対する危険性を回避するために、適正な洗浄を行なってください。�
　　　返却時には必ず次頁添付�「安全�/洗浄確認依頼書」�に記入していただき、�この依頼書と製品を必ず一緒にお�
　　　送りください。�
　　　必要事項を記入して頂かない限り、ご依頼をお受けすることができません。�
　　　また返却の際、弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、返却をして下さい。�
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アクティブ・バリア

1. システムについて
本アクティブバリアは4...20mA信号回路を絶縁します。製品は電
源（アクティブ電流）をループ供給するため、接続されるセンサ
に電源は必要ありません。電流信号の出力（アクティブ）をする
ため、上位機器の接続が可能です。双方向HART通信による遠隔
操作は前面ソケットより使用可能です（通信抵抗250Ω内蔵）。

2. 設置
設置のヒント
‐振動の発生しない場所に設置してください
‐使用温度範囲は、－20℃～＋50℃です。
‐装置を熱源から保護して下さい。

2.1 ハウジングの寸法

（mm）�
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アクティブ・バリア

3. 電気接続
3.1 端子配列

端子配列 入 /出力
L/+ L はAC +はDC
N/- NはAC -はDC 電源

アース（接地）
O+ 計測信号+
O- 計測信号 - 計測信号出力
O+H 計測信号+、HART用通信抵抗（250Ω） （非防爆区域）
I+ 計測信号+ 計測信号入力
I- 計測信号 - （防爆区域）
HART HART - スマート伝送器との通信用 コミュニケーション

ソケット

3.2電源の接続
- 装置を設置する前に、電源が装置の銘板に記載されている電源
と一致していることを確認してください。

- 90...253ボルトの交流で装置を動作させる場合、電源遮断器を
装置の近くに設置することを推奨します。このアイソレータに
も、最低10Aのヒューズを取り付けてください。

警告！�

AC電源� DC電源�

ハート®

ソケット�

信号入力端子�
（オプション：防爆区域）�

信号出力端子�
（安全側）�

電源端子�
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アクティブ・バリア

3.3 HART®‐操作器の接続
　スマート変換器に必要なコミュニケーション抵抗は標準内蔵で
すので、電流回路に簡単に接続可能です。単純にハートを接続す
る（前部のソケットに接続）だけで、計測回路を妨害せずに、接
続した変換器と通信できます。

3.4 センサの接続（入力）
　長い信号ケーブルを使用の場合、過電圧保護装置の使用を薦め
ます。入力信号から絶縁している電源をループ供給します。接続
する入力機器に外部電源がいりません。

HART®－ソケット�

電源のループ供給＋�
アクティブ電流出力�
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アクティブ・バリア

　端子 I＋とI－は防爆仕様として、青い端子台が装置に付いて
きます。防爆仕様センサを直接接続できます。

3.5 機器の接続（出力）
　長い信号ケーブルを使用の場合、過電圧保護装置の使用を薦め
ます。入力信号から絶縁している電源をループ供給します。出力
はアクティブ電流として伝送し、端子０＋と０－、または０＋H
を使用し接続機器（表示器、プリンタ、記録計、PLCシステムな
ど）に出力します。前部に付いている黄色LEDは電流が出力回
路に流れた時に発光します。

　電流回路にコミュニケーション抵抗を含む時には、電圧降下が
発生することに注意してください。

　センサのセットアップは、HARTハンドヘルドを装置前部のソ
ケットに直接接続して（それ以上の結線は不必要）セットアップ
できます。

例
　バリアRN221Nとプロセス表示器RIA250との接続例

2線電流接続�
HART®なし�

2線電流接続�
HART®あり�

RIA250 RIA250

41

11＋�

L

L/＋� N/－�

0－�

1－�1＋�

N

－� 12 13141516

4243 515253 ＋�

アナログ出力�

短絡�
表示器RIA250

電源�

電源�
アクティブバリア電源�
RN221N

アナログ�
出力センサ�

0＋N�
または�
0＋�

－�
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アクティブ・バリア

4. 技術仕様

計測原理

計測システム

アクティブバリアは4...20mA電流信号回路を安全に絶縁して電源を供
給します。オプションで本質安全入力があります。変換器から電流が
入力回路（4...20mA）へ入り、リニアで出力されます。
装置は安全に入力/出力回路間を絶縁します。防爆区域と非防爆区域
の切り離しはオプションとしてあります。内蔵のループ供給は接続さ
れた入力センサに電源を供給します。電流信号はアクティブ出力とし
て出力に接続された機器に伝送します。スマート変換機器付き双方伝
送HART‐コミュニケーションは装置前部にあるHART－ソケット（抵
抗R＝250）に接続可能。

動作とシステム

入力点数
必要電源
オープン回路電圧
短絡電流
内部抵抗
許容範囲

１点
17.6V± 0.2V （I＝ 20mAの時）
26V±5％
≦32mA
328Ω
10％

入力

オープン回路電圧
ショート回路電流
電力消費

静電容量

導電率

27.3V
84.1mA
576mW

86 nF[EEx ia]IIC, CI. I. Div. 1, Gr. AB
683 nF [EEx ia]IIB, CI. I, Div. 1, Gr, C

[EEx ia]IIA, CI. I, Div. 1, Gr, D

5.5 mH[EEx ia]IIC, CI. I. Div. 1, Gr. AB
20 mH [EEx ia]IIB, CI. I, Div. 1, Gr, C

[EEx ia]IIA, CI. I, Div. 1, Gr, D

本質安全入力［1］オプション

［1］故障状態のピーク値
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アクティブ・バリア

点数
オープン回路電圧
許容範囲
ロード
（インピーダンス）
絶縁

1点
24V± 10％
10％

0...700Ω（コミュニケーション抵抗なし）

電流回路全般

出力

電源
電力消費
必要電流
（入力電流リミット）

電気安全性

20...253V DC/AC、50/60Hz
最大 2.4W

Imax/In < 15

EN61 010-1、保護クラス I、過電圧カテゴリ II、
設置時の過電流保護（ヒューズ）≦10Aに準拠

電源

電気接続�

20...253 V
DC/AC
50/60 Hz

HART®

ソケット�

入力�
（本質安全はオプション）�

出力�
（アクティブ電流）�
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基準コンディション
リニアリティー
ロード影響

周囲温度影響

温度25℃の時にキャリブレーション
≦0.15％
≦0.1％
≦0.1％　0℃...50℃の時
≦0.2％　-20℃...0℃の時

精度

設置条件
設置角度
設置ヒント

特になし
振動のない場所、熱源からの保護

アプリケーションの条件

周囲条件
周囲温度
保管温度
気候クラス
保護等級
電磁適合性
（EMC）

-20℃...+50℃
-20℃...+70℃
EN 60 654－ 1 クラスB2に準拠
IP20

EN 61 326、クラスA（工業用環境）に準拠

モデル／寸法

機械設計

DINﾚレールハウジング EN 50 022-35に準拠�

（mm）�
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アクティブ・バリア

重　量
素　材

端　子

約150ｇ
ハウジング：プラスチックPC/ABS、UL94V0
‐ DIN端子、コアサイズ2.5mm2ソリッドまたはフェルール
‐ 前部ハート®ソケット：2mmジャックプラグ

表示要素

遠隔
コミュニケーション

黄色LEDは電流出力にたいして作動：
出力回路が閉じた時に発光します。
LED電流 >2mA
HART®コミュニケーション：
‐ コミュニケーション信号は双方向伝送
コミュニケーション抵抗

‐ HART®コミュニケーション抵抗250Ω内蔵
電圧降下に注意してください！

表示、動作

CEマーク

防爆

89/336/EWGと 73/23EWGガイドライン
ATEX II(1) GD [EEx ia]IIC
FM   AIS Class I, II, II, Div. 1+2, Gr. A, B, C, D, E, F, G
CSA  [Ex ia] Class I, Div, 1+2, Groups ABCD

Class II, Div, 1+2, Groups EFG
Class I, Div, 1+2

TIIS [Ex ia] IIC

認定
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